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１ 方針の背景と趣旨

本市は、人口減少・少子化の進展に対し、様々な施策を講じているもの

の歯止めがかからない状況が続いています。

小・中学校においては、児童生徒数の急激な減少に伴い、学級・学校の

小規模化が進み、教育環境に様々な課題が生じてきています。また、多く

の校舎で老朽化への対応が必要になってきています。

平成２７年１月、文部科学省は、地域の実情に応じた取り組みを進める

ため、「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き～少

子化に対応した活力ある学校づくりに向けて」を示しました。

こうした中、本市においては、平成２８年１２月、仙北市学校適正配置

研究検討委員会が、「仙北市学校適正配置に関する提言書」を策定し、学

校と地域の関わり方や学校統合の検討に入るべき状況などについてまとめ

ました。

このたび策定する方針は、本市の実情を踏まえ、将来に持続可能であり、

子どもの学びや成長にとって望ましい教育環境を整えることを第一としつ

つ、地域コミュニティや防災の拠点としての意義、保護者や住民の意見な

どにも配慮しながら、本市が目指す教育の姿と学校の規模・配置に関する

基本的な考え方を示すものです。
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２ 現状と課題

（１）児童生徒数

少子化の進展に伴い児童生徒数が著しく減少し、学校の小規模化が進んでいま

す。今後さらに減少することが見込まれ、教育活動への影響が懸念されることか

ら、よりよい教育環境を持続的に確保することが課題となっています。

＜表１＞児童・生徒数の推移

実績← →推計 実績← →推計

※令和２年度仙北市学校施設長寿命化計画 将来推計より

＜表２＞出生数の推移

※住民基本台帳より
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＜表３＞小学校児童数の推移

＜表４＞ 中学校生徒数の推移

学校によっては、上表(出生数から
算出した人数)が、下表(将来推計)を
超えて減少することが見込まれます。
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（２）学校施設

〈図１〉小・中学校の位置図（令和４年度）
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３ 基本方針（目指す学校像）

（１）望ましい学校教育環境

学校は、多様な考えや特性をもつ児童生徒が集団生活を通して、互いに磨

き合い、学力や体力の向上を図るとともに、豊かな人間性を育む場です。そ

のため、教科の学習はもとより、運動会、文化祭等の学校行事、課外でのス

ポーツ・文化活動等*1においても効果的な活動を展開できる環境が望ましい

と考えます。

仙北市の教育目標に照らし、望ましい学校教育環境の基本的な考え方は、

次のとおりとします。

① 確かな学力の向上

② 思いやりの心と健やかな体を育み、命を大切にする教育の推進

③ 地域に根ざしたふるさと・キャリア教育の充実

④ 切磋琢磨しながら、多様性を認め合い、柔軟性を育む環境の構築

市民が学校教育に望むことの上位項目（令和４年10月アンケート結果より）

児童生徒 保護者を含む市民

身に付けたい、頑張り 子どもに伸ばしたい力 大切な教育方針

たいこと

・思いやり・協力 ・思いやり・協力 ・多様性

・基礎・基本 ・基礎学力 ・柔軟性

・部活・スポ少 ・表現力 ・協働的な学び

・規範意識 ・個別の指導

・切磋琢磨

*1 スポ少活動や部活動のこと
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（２）望ましい学校規模

学校教育法施行規則では、学校規模について、小・中学校ともに「１２学

級以上１８学級以下＜表６＞」を標準としています。ただし、特別の事情が

あるときは、この限りでなく弾力的な運用が可能とされています。

本市では、児童生徒数がさらに減少し、学校の小規模化が進むことが見込

まれます。学校の小規模化については、一般的に＜表７＞のような影響が指

摘されています。

本市の実情を踏まえた望ましい学校規模は、次のとおりとします。

児童生徒数の減少が見込まれる将来においても、多様な価値観や考え方

をもった仲間と触れ合い、課題別学習、課外でのスポーツ・文化活動、学

校行事等で多様な選択ができるよう、一定の集団を確保できる規模とする。

＜表６＞文部科学省による学校規模分類

小学校 中学校

適正規模校 １２～１８学級

＜学校教育法施行規則による標準規模＞

小規模校 ６～１１学級 ３～１１学級

過小規模校 ５学級以下 ２学級以下

（ 複 式 学 級 【複式学級とは】

がある規模） 小学校：２つの学年を合わせて１６人以下の学級

※１年生を含む場合は８人以下

中学校：２つの学年を合わせて８人以下の学級
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＜表７＞ 学校の小規模化によるプラス面と課題

（３）望ましい学校配置

望ましい学校の配置は、望ましい学校の規模とともに両立できることが理

想ですが、地理的状況や交通事情などの違いによる通学の安全・負担面など、

地域の実情を十分に踏まえることが必要となります。

本市の実情を踏まえた望ましい学校配置は、次のとおりと考えます。

① 徒歩や自転車による通学距離は、小学校は４ｋｍ以内、中学校は

６ｋｍ以内を目安とする。

（※義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令第４条第１項第２号

による、適正な学校規模の条件に準拠。）

② 通学時間は、小・中学校とも通学手段に関わらず、概ね１時間以内

を目安とする。

（※公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引きの目安のとおり）
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（４）配慮が必要な事項

小・中学校の適正配置の推進に当たっては、次の事項に配慮して進めます。

① 子どもたちの学習・生活環境への配慮

② 学校間・校種間連携*2による教育活動の推進

③ 通学環境の安全の確保と整備

④ 学校と地域のさらなる連携

⑤ 防災・地域コミュニティへの対応

*2 保育園、こども園、小学校、中学校等が相互に連携すること


